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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用のうち、物件費の大部分はごみ（可燃ごみ・不燃ごみ・粗大ごみ）の収集運搬や資源化に係る経費で
ある。補助費等については、清掃一部事務組合や清掃協議会への分担金である。
○行政収入のうち、使用料及び手数料は、有料ごみ処理券の売上が主である。その他は不燃ごみや粗大ごみの資
源化による売払代金である。
○建物の増は令和6年度に実施した「南千住清掃車車庫外壁改修工事」によるものであり、その他の固定資産の
増は令和6年度に購入した重要物品（軽小型貨物車1台）等によるものである。

資産の部合計 1,252,085 1,244,247 ▲ 7,838 負債及び正味財産の部合計 1,252,085 1,244,247 ▲ 7,838
その他の固定資産 1,852 2,556 704 717,851 738,901 21,050

717,851 738,901 21,050建設仮勘定 0 0 0 正味財産
▲ 28,888無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 534,234 505,346

工作物等減価償却累計額 ▲ 68,605 ▲ 68,605 0 その他の固定負債 0 0 0
507,466 478,346 ▲ 29,120工作物等 68,605 68,605 0 退職給与引当金

0建物減価償却累計額 ▲ 512,128 ▲ 531,863 ▲ 19,735 特別区債 0 0
建物 702,350 713,543 11,193 固定負債 507,466 478,346
土地 1,060,011 1,060,011 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 26,768 27,000 232
0

▲ 29,120固
定
資
産

有形固定資産 1,250,233 1,241,691 ▲ 8,542
0その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 26,768 27,000 232
6年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 2,753,053 ▲ 2,748,381 4,672

0 0 0特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
4,672行政費用合計(b) 2,956,341 2,949,702 ▲ 6,639 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 2,753,053 ▲ 2,748,381

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) 0 0 0
▲ 2,753,053 ▲ 2,748,381 4,672賞与・退職給与引当金繰入額 80,206 46,687 ▲ 33,519 行政収支差額(a)-(b)=(c)

▲ 1,967不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 203,288
減価償却費 19,582 20,470 888 その他 14,541
補助費等 1,052,885 1,054,900 2,015 使用料及び手数料 188,747 195,284
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 1,185 9,802 8,617 都支出金 0 0 0
物件費 1,281,800 1,329,975 48,175 国庫支出金 0 0 0行

政
収
入

地方税等 0 0 0

6,537
6,037 ▲ 8,504

201,321

行
政
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給与関係費 520,683 487,868 ▲ 32,815
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度 差額

徴収率（ごみ処理券・一般廃棄
物処理手数料）（％）

100 100 100 100 100 収入額／調定額（現年度分）

区民1人1日当たりの総ごみ量
（㌘）

645 625 606 587 568
総ごみ量＝区収集ごみ量（可燃・不
燃・粗大ごみ）＋持込ごみ量

673 総排出量＝総ごみ量＋資源回収量
区民1人1日当たりの総排出量
（㌘）

765 741 719 696

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

持続可能性 3.35 3.42 3.37 あなたは、節電やごみの減量など、地球環境に配慮した生活をしていると思います
か？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度 5年度 6年度

政策 07 地球環境を守るまちの実現

　廃棄物の発生抑制、再利用・資源化を推進するとともに、排出される廃棄物については適正、確
実に処理することにより、生活環境の保全、区民の健康で快適な生活の提供に寄与する。

関連部課名

行政評価
事業体系

分野 Ⅳ 環境先進都市

課長名 阿部 内線 472

施策分析シート（令和7年度）

施策名 ごみの適正処理の推進 施策No 07-03
部課名 環境清掃部清掃リサイクル推進課
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No2

推進 推進
　区民の生活環境の保全や、快適な生活の提供のため、更なる廃棄物
の適正かつ確実な処理に努める。

今
後
の
方
向
性

○ごみ減量のために、発生抑制（リデュース）、再使用（リユース）の取り組みによって排出抑制
に努める。また、区民がごみ減量に積極的に取り組めるよう、3R等の更なる啓発や環境学習等の充
実を図っていく。
○多言語によるチラシ等の充実に加え、ピクトグラムの更なる活用や外国人コミュニティへの周知
啓発を推進する。
○「荒川区一般廃棄物処理基本計画（令和5（2023）年度～令和14年（2032）年度）」に掲げた目
標の達成に向けて施策等を展開する。

施策の分類
分類についての説明・意見等

7年度 8年度

現
状

○ごみ収集量（可燃ごみ＋不燃ごみ＋粗大ごみ）の対前年度比については、過去5年（R2～R6）で
やや減少となっている。また、家庭から排出される可燃ごみの組成状況(令和5年度組成調査)は厨
芥類ごみ（生ごみ）が31.2％を占めている一方、資源として回収できる紙類が13.4％含まれてい
る。また、不燃ごみでは、資源回収品目となっているびん類が6.9％、缶類が2.2％含まれている。
○生活習慣やマナーや文化等が異なること等から、外国の方にとってごみの分別方法等の理解が難
しい場合がある。
○令和5年3月に「荒川区一般廃棄物処理基本計画（令和5（2023）年度～令和14年（2032）年
度）」を策定した。

課
題

○ごみ処理等に要するコスト削減や環境対策等という観点から、今後も総ごみ量の更なる削減のた
め、3Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）に重点的に取り組む必要がある。また、可燃ごみ
の約4割が厨芥類ごみとなっていることや、資源として回収できるものが多く含まれていることか
ら、総ごみ量の減少のための実効性のある啓発を進める必要がある。
○外国人居住者を対象とした、分別方法等を示したチラシ等の多言語化を進めるとともに、日本語
学校等の外国人コミュニティへの周知啓発を行っていく必要がある。
○「荒川区一般廃棄物処理基本計画（令和5（2023）年度～令和14年（2032）年度）」に基づく施
策等の進捗管理を行っていく必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性
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継続
　手数料の徴収業務であるた
め、継続して実施する。

継続 継続

　ごみの収集・運搬業務を確
実に実施するために、清掃車
両等の適正な維持管理は不可
欠であり、継続して実施す
る。

ごみ処理券事務 07-02-21 22,423 19,544 13,780 13,440 継続

運搬管理事務 07-02-20 32,152 29,948 12,826 10,623

　職員等の安全や衛生環境を
確保するため、引き続き庁舎
機能の維持管理を継続して実
施する。

収集作業運営 07-02-19 1,634,014 1,636,020 1,243,390 1,298,268 推進 推進

　安全かつ効率的な廃棄物の
収集運搬を継続するとともに
不燃ごみ等の資源化を推進す
る。

継続

　職員等の安全や衛生環境を
確保するため、引き続き庁舎
機能の維持管理を継続して実
施する。

南千住清掃車車庫管理運営 07-02-18 26,346 36,451 7,666 17,589 継続 継続

継続 継続

　東京23区廃棄物情報管理シ
ステムを今後も有効に活用し
ていくため、継続して実施す
る。

清掃リサイクル事務所管理
運営

07-02-17 32,208 33,233 24,185 25,633 継続

清掃管理事務 07-02-16 25,187 24,034 617 536

　定められた算出方法により
継続して実施する。

安全衛生管理 07-02-15 17,250 15,400 5,448 5,231 推進 推進

　公務災害や車両事故の発生
防止、また、安定的なごみの
収集・運搬事業運営のため推
進する。

推進

　ごみの減量及び適性な処理
等に関する基礎資料や基礎
データとしての役割は大き
く、今後も調査研究が必要な
事業であるため、推進する。

中間処理分担金 07-02-14 1,052,227 1,054,342 1,051,147 1,053,403 継続 継続

継続 継続
　分担金事務を継続して実施
する。

清掃調査事業 07-02-13 5,885 2,965 2,644 148 推進

清掃協議会分担金 07-02-12 1,480 1,339 400 400

分類についての説明・意見等

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
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合　計 2,956,341 2,949,702 2,371,743 2,438,988

継続
　各施設の長寿命化等を図る
ため、適切な改修の実施を継
続して実施する。

重点的
に推進

重点的
に推進

　循環型社会実現のため、ご
みの適正排出は欠かせず、普
及啓発指導を重点的に推進す
る。

清掃リサイクル事務所等改
修工事

07-02-24 1,080 939 7,700 11,193 継続

761 継続 継続
　動物死体処理は公衆衛生の
確保に必要な事業であるた
め、継続して実施する。

ふれあい指導 07-02-23 93,610 83,927 1,345 1,763

6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

動物死体処理 07-02-22 12,479 11,560 595

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
分類についての説明・意見等

5年度
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